 新 講 座 
２０１０．３
２０１０年度　損害保険講座委託通信講座　募集要項

『損害保険会社の不祥事件・不正行為防止対策講座』

（財）損害保険事業総合研究所

なぜ不祥事件の防止はむずかしいのでしょうか。その理由は、事件の背景には「人間の弱さ、甘さ、身勝手さ」や「組織の仕組みの不備」などが複合的に絡み合っているからです。本講座では、これらの複合的な要因を「不正を犯す動機」「不正を犯せる機会」「不正行為を正当化する理由づけ」という３つの要因から整理し、「人はなぜ悪いと知りながら不正行為をしてしまうのか」という人的リスク管理における古くて新しい課題への有効な対策を講じるための具体的なヒントを提供することを目的に開講します。
本講座は、不正リスク対策の国際資格CFE（公認不正検査士）を認定する米国のACFE（公認不正検査士協会）のノウハウをもとに、日本におけるACFEのライセンシーとして活動するACFE JAPAN（日本公認不正検査士協会）の保険研究部会が、日本の保険会社が直面する不祥事件のリスクに焦点を絞って解説します。また、金融商品取引法の内部統制報告制度に関する基準や保険検査マニュアルとの関連にも触れながら、保険会社経営にとってますます重要となるコンプライアンス態勢の強化に資する講座です。法令等遵守にかかる内部管理態勢を強化するうえでの参考としてお役立てください。
　１．受講期間（毎月開講いたします。）

　　　①２ヵ月コース:テキスト２冊+添削課題２回
②３ヵ月コース:テキスト２冊+添削課題３回
　　　※原則として毎月１５日までのお申込受付分について翌月１５日に開講いたします。

　２．テキストの構成（テキストの主要内容については、後掲ご参照下さい。）

　　　第１分冊『不祥事件はなぜ起きるのか－不正リスクの理解－』
　　　第２分冊『不正リスクへの対応力を強化する－内部統制の有効性向上－』
　３．研修方法とスケジュール

（１）テキストおよび添削課題の送付

指定された宛先（研修担当者または受講者本人）へ送付します。
（２）添削課題の提出
　所定の締切日までに「株式会社きんざい」宛にご提出下さい。
　なお、会社によっては、研修窓口で添削課題を一括してとりまとめる場合がありますので提出先は貴社研修担当窓口でご確認下さい。

　　
（３）添削課題の採点および返却
　提出された添削課題は添削・採点のうえ提出から約４０日後に模範解答を添えて返却します。
≪スケジュール例(課題返却・成績報告の日付は目安です)≫

①２ヵ月コース:４月開講コースの場合
	
	第１分冊
	第２分冊

	テキスト・課題送付
	４／１５
	５／１５

	課題提出締切日
	５／１５
	６／１５

	添削済課題返却
	６／２０
	７／２０

	成績報告
	６／２０
	７／２０


　　　　　　　　　　　（修了証発送７月末予定）

②３ヵ月コース:４月開講コースの場合
	
	第１分冊
	第２分冊
	第3回添削課題　注)

	テキスト・課題送付
	４／１５
	５／１５
	５／１５

	課題提出締切日
	５／１５
	６／１５
	７／１５

	添削済課題返却
	６／２０
	７／２０
	８／２０

	成績報告
	６／２０
	７／２０
	８／２０


（修了証発送８月末予定）

注)　第３回の添削課題は、「テキスト第２分冊・第２回添削課題」と同時に配布されますが、課題提出締切日および返送予定日は第２回添削課題のそれぞれ１ヵ月後になります。
· ５月開講以降の配本スケジュールも上記に準じて設定されます。

（テキスト等の発送、課題の添削・返却、受講料の請求などは当研究所が事務を委託した｢株式会社きんざい｣が行います。）
　４．修了者および優秀者の認定

　　　修了資格を取得した方には通信講座の修了証を授与します。修了資格は全２回(３ヵ月コースは３回)の添削課題すべてを提出期限内に提出し、かつ各回とも６０点以上の評点を取得することが必要です。また、各回とも９０点以上の評点を得た方を優秀者と認定いたします。
　５．受講料・テキスト代
　　　①２ヵ月コース：１名につき  ９,７００円（税込）

②３ヵ月コース：１名につき１０,９００円（税込）
　６．受講申込み方法(①２ヵ月コース、②３ヵ月コースを明記して下さい。)
（1）損害保険会社の社員の方
別紙｢受講申込書（一括用）｣に所要事項を記入のうえ、当研究所宛お申込み下さい。受講開始後、事務委託先の株式会社きんざいより、会社宛に受講料を一括ご請求いたします。
（2）上記以外の方（損害保険代理店等）
別紙｢受講申込書（個人用）｣に所要事項を記入のうえ郵便局から受講料を払い込み、郵便振替払込票兼受領証のコピーを貼付し、当研究所宛お申込み下さい。
７．申込締切日
　　　貴社研修担当部署から指定された社内締切日までにお申込み下さい。

※ご参考までに当研究所の締切日はご希望開講月の前月１５日です。
【テキストの主要内容のご案内】
監 修
安冨　潔 氏（慶應義塾大学大学院教授・弁護士・日本公認不正検査士協会理事長）
八田　進二 氏（青山学院大学大学院会計プロフッション研究科教授）

執 筆
日本公認不正検査士協会（ACFE JAPAN）保険研究部会
甘粕　潔（日本公認不正検査士協会　理事）
牧野　明弘（新日本有限責任監査法人　金融アドバイザリーサービス部　シニア・パートナー）
出塚　亨一（新日本有限責任監査法人　金融アドバイザリーサービス部　ディレクター）
板垣　尚仁（新日本有限責任監査法人　金融アドバイザリーサービス部　マネージャー）
安本　幸治（新日本有限責任監査法人　アドバイザリーサービスFIDS部）
遠藤　洋史（新日本有限責任監査法人　アドバイザリーサービスFIDS部）
　仁科　一彦（元新日本有限責任監査法人　アドバイザリーサービス第一部）

第１分冊　不祥事件はなぜ起こるのか－不正リスクの理解－
はじめに　不祥事件・不正の重大性
　①不祥事件とは何か　②不正とは何か  ③不祥事件・不正の重大性
（１）不正行為の類型的分析
①保険業務の基本的なフローについて
②不正行為の類型化（ACFEによる「職業上の不正」の分類）
③保険会社における典型的な不正行為と関連法規
（２）不祥事件の原因把握のためのフレームワーク
①不正リスクに関する調査研究
②横領の発生要因（不正リスク要因）
③不正リスクの総合ケース・スタディ
【巻末付録】営業拠点の不祥事件・不正に関する法規

第２分冊　不正リスクへの対応力を強化する－内部統制の有効性向上－
（１）内部統制と不正リスクの関連
　　①内部統制とは   ②不正リスクに着目した内部統制の強化
（２）保険会社における不祥事件対策の要点
①５つのステップ（不正リスク管理のPDCA）
②不祥事件防止に向けた各部門の役割
おわりに　不祥事件・不正ゼロを目指して
【巻末付録】営業拠点の不祥事件・不正防止チェックリスト
※内容・項目につきましては、部分的に変更になる場合があります。
１

